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編　集　後　記

編集委員を仰せつかり，ほぼ毎週のように査読原稿を読
ませていただいている．臨床神経学には地方会等で発表さ
れた集大成として，症例報告が多く投稿される．現場で働
く医師としては毎日の業務をこなすのだけでもたいへんだ
と思うが，論文投稿する熱意にいつも感心している．自分
が，学会で発表するようになった頃に，学会発表時には投
稿できる原稿が書きあがっているように準備をしておくの
がよい，という指導を受けたのをよく覚えているが，不肖
の弟子としてはなかなかできなかった現実がある．国家試
験にしても学会発表にしても，最も知識が高まったピーク
で望むようにするのであるから，その時期に論文が書きあ
がっていれば，理想的である．入院サマリーを退院時に書
き上げるのが最も効率がよいのとも一緒である．国家試験
と一緒で，学会発表後，発表に関連する知識は指数関数的
に減ってしまい，もう一度報告を書くのはかなりの労力が
必要となる．あとで同じような症例が来てからまとめて，

とか，もう少し調べてから，とか思っているうちに，埋も
れてしまった報告のなんと多いことだろうか．学会発表で
は論文も一緒に作成する習慣を作れていれば，もっと素晴
らしい医師になれたのではないかと思うこの頃である．若
い医師には是非そういった習慣を作って欲しいものである．
臨床神経学の査読を多くの著名な先生にお願いしている
が，お忙しい中，的確に迅速に対応していただけている．
しかも，以前の「けんもほろろ」のような内容ではなく，
実に教育的で，次につながるような査読が多く，これも読
ませていただくととても勉強になる．一生懸命書いた論文
に対して，評価をいただく怖さはあるだろうが，成長でき
る一歩となること，間違いなし，である．臨床神経学は，
神経関係の邦文誌としては最もハードルが高い雑誌のひと
つであるとは思うが，是非，どんどん投稿して，挑んでい
ただきたい．

 （星野晴彦）


